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今年の秋の予防接種

• 新型コロナウイルス感染症はもう怖くない？

いいえ。決してそんなことはありません。

現在でも感染症の流行は確認されています！

VPD（Vaccine Preventable Disease)：

「ワクチンで防げる病気」はワクチンで防ぎましょう。

• 新型コロナワクチン接種の目的は

①感染の予防 ②重症化の予防 ③後遺症の予防

• とくに高齢者、基礎疾患を有する人は重症化予防のために

ワクチンの接種を検討しましょう。

高齢者では入院が長引けば寝たきりになることもあります。 2



ワクチンによる重症化の予防

• 高齢は最も重要な重症化リスク因子です。

• 基礎疾患、生活習慣なども重症化リスク因子です。

・慢性腎臓病 ・慢性閉塞性肺疾患（COPD）・糖尿病
・高血圧 ・心血管疾患 ・肥満（BMI 30以上）
・喫煙 ・妊婦（妊娠後半期）など

・若い世代の方々も積極的にワクチン接種を検討しましょう。
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ワクチンによる後遺症の予防

• 若い人でも３人に１人が長期化する後遺症（Long COVID）に

   悩まされています。

• 後遺症の主な症状は倦怠感や息苦しさです。

• 20歳代から50歳代、基礎疾患がなくても後遺症は発症します。

• 罹患時の重症度が軽症以下でも後遺症は発症します。

• 若い世代の方々も積極的にワクチン接種を検討しましょう。
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定点医療機関当たり患者報告数

（新型コロナ情報第23号2024.9.6 発行より引用） 5



新型コロナ感染集団発生報告数

（新型コロナ情報第23号
2024.9.6 発行より引用）
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変異株のゲノム解析

（新型コロナ情報第23号2024.9.6 発行より引用） 7



定期接種・臨時接種・任意接種

根拠法 実施責任 接種費用

定期接種 予防接種法 区市町村長 無料または一部自
己負担（自治体お
よび疾病によって
異なる）

臨時接種 予防接種法 都道府県知事
または

区市町村長

無料または一部自
己負担（自治体お
よび疾病によって
異なる）

任意接種 なし 自己責任 自己負担
（医療機関によっ

て異なる）
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定期接種対象新型コロナワクチン

（新薬情報オンラインより引用） 9



今年の秋の定期接種

• 定期接種の対象者

① 65歳以上の人

② 60歳から64歳までの基礎疾患を有する人

基礎疾患：心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、

身の回りの生活が極度に制限される方、

ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に

障害があり、日常生活がほとんど不可能な方
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今年の秋の定期接種

定期接種の費用

居住地の自治体（区市町村）により異なります。

自己負担が2500円以下の場合は

東京都が1000円を自治体に補助

インフルエンザワクチンとの同時接種も可能です。

新型コロナワクチン接種については

かかりつけの先生にご相談ください。
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